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文責：小寺博喜 

 

年度も残りひと月余りとなりました。今現在は、

新型コロナウイルスやインフルエンザで学級閉

鎖等をすることもなく、学校生活をおくることができて

います。しかし、児童が感染したり濃厚接触者になっ

たりすることも時々あり、感染の心配が無くなったわけ

ではありません。これまで通り基本的な感染対策を継

続しながら、予定している残りの教育活動をしっかり

実施していきます。 

 

スク着用に関して、国は、着用を推奨するケー

スを除き３月１３日から屋内・屋外を問わず個

人の判断に委ねる方針を決定しています。そして学校

教育の現場では新学期（４月１日）からマスクの着用

を求めないことを基本とするとしています。今後、雲雀

丘小学校でも、「家族と相談しながらマスク着用につ

いて自分で判断していくこと」、そして「着用する人、着

用しない人が混在する中であっても、互いを尊重し合

う人権感覚・態度の大切さ」を全校児童に伝えていき

ます。また、今春におこなわれる卒業式

については、島根県教育委員会は「２

ｍ以上を目安とした距離の確保ができ

るか」「式で声を出すかどうか」という

２点を基に判断するよう指示していま

す。ここ数年の卒業式では、校歌も含

め式中での歌唱や、児童による呼びかけは、ほぼおこ

ないませんでした。しかし、今年度は、児童による呼び

かけをおこない、国歌、校歌、卒業式の歌等を歌う計

画です。児童同士で２ｍの間隔をとることも困難なの

で、今回の卒業式はマスクを着用しておこなう予定で

す。卒業される６年生につい

ては、距離の確保などの工夫

をして、マスクをせず、可能な

限り素顔でおこなえるよう検

討しています。 

かし遊び体験を、１年生がおこないました。１月

２７日（金）に、地域の方々を講師にお招きし、

むかしの遊びを紹介していただいたり、１年生の子供

たちが実際に遊びを体験したりしました。竹トンボ飛

ばしやコマ回し、お手玉遊

び、タコ作りなど、今の子供

たちにとってはどれも新鮮

に感じられたのではない

でしょうか。右の写真はコ

マのヒモの巻き方を教えて

もらっている様子です。こう

した活動を通して、子供たちが地域の方と触れ合える

ことを本当にうれしく思います。そして、地域で出会っ

たときに互いにおしゃべりができる関係づくりをこれ

からも目指していきたいと思います。ご協力いただい

た地域の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

田市内の中学３年生と小学６年生（複式学級は

５・６年生）に、卒業を祝う趣旨で「どんちっちノ

ドグロ給食」が出されました。事前に、ノドグロが給食

になるまでの動画を視聴しました。市水産振興課や浜

田水産高校の生徒さんたちの協力があったことを知

り、子供たちは感謝しながらノドグロをいただきまし

た。浜田市ブランドのノ

ドグロを給食でいただ

いたこと、そんな計らい

をしてくれたふるさと浜

田のことをいつまでも自

慢に思ってほしいです。 
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＜学校目標＞ 
自らかかわろう 自ら学ぼう 

＜教育目標＞ 
自らかかわり 自ら学ぶ児童の育成 

＜めざす児童像＞ 
自分 力  自ら伸びようとする子 

学ぶ 力  自ら目標を立て学ぶ子 

かかわる力  自らよりよい関係を築く子 



校朝礼では、「立春」をテーマに、子供たちに話を

しました。季節の変化を感じるだけでも素晴らしい

ことですが、「春の始まり」からイメージを広げ自分に関

する様々 な「始まり」を意識してほしいです。 

（ホワイトボードに掲示した「立春」の文字を指しなが

ら） 「立」は何と読みますか？（多くの児童が「たつ」

と声を出して読みました） 「春」は何と読みますか？

（同様に多くの児童が「はる」と声に出して読みまし

た） それでは、「立」と「春」を組み合わせたこの言葉

を、何と読むか知っている人はいますか？（約半数の

児童が手をあげました） 知っている人は自信をもって

「立春」を読んでみましょう。知らない人も大丈夫で

す。今、何と読むのか知ればいいんです。せーのっ！

（「りっしゅん！」と声が響きました）そうです、「立春」

は「りっしゅん」とよみます。 

 
それでは、「立」「春」が組み合わさった「立春（りっ

しゅん）」から、みなさんはどんな、どんなイメージをも

ちますか？イメージなので、正解とか間違いとかはあ

りません。自分がどんなイメージをもつか、なので安

心して考えてくださいね。どんなイメージを持ちました

か。（数名が手をあげました） Ａさんは、どんなイメー

ジをもちましたか？（３年生のＡさんは「私は、春にな

ったイメージを持ちました」と答えてくれました） なる

ほど。Ｂさんはどんなイメージをもちましたか？（２年

生のＢさんは「春が始まる、という意味だと思います」

と答えてくれました） Ｃさんはどうですか？（３年生の

Ｃさんは「今日から春だ、というイメージです」と答え

てくれました）なるほどね。３人の友達が答えてくれた

ように、「立春」は「春になる」「春が始まる」「今日か

ら春だよ」という意味があります。季節を分けるという

意味の「節分」の日の翌日が「立春」になるそうです。

今年の節分は２月３日だったので、立春は２月４日、こ

の前の土曜日でした。「一年のまとめ」という言葉が

たくさん聞かれるこの時期ですが、同時に、新しい春

が、新しいスタートがもう始まっているんですね。とこ

ろで、みなさんの体や心も「立春」を迎えていますか。 

わとび集会が２月 21 日

（火）におこなわれました。

最初に、学年ごとに自分が決めた

技を跳びました。学年が上になる

ほど高度な技で跳ぶ人が増え、ビ

ュンビュンという音が体育館に響

きました。長なわを使った八の字跳

びは、学年の部と、縦割り班の部が

ありました。５・６年生の八の字跳

びは、まるで精密な機械のようにタイミングよく跳び

続け、会場に驚きの声が広がりました。縦割り班の部

では、本番で跳べた回数だけでなく、以前と比べて伸

びた回数でも競い合いました。集会に向けて、登校直

後や休み時間に練習をする児童の姿が多く見られま

した。集会は終わりましたが、引き続き体力づくりの一

つとして取り組み続けてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な行事予定 
≪２ 月≫ 
２２日（水）竹島の日、ALT来校、委員会 
２３日（木）    天皇誕生日 
２４日（金）計算会 
≪３月≫ 
１日（水）交通指導、ALT来校 

  ２日（木）６年生を送る会 
 ６日（月）全校朝礼 
８日（水）ALT来校、委員会 
１５日（水）安全点検、ALT来校 
１６日（木）卒業式前日準備 
１７日（金）卒業証書授与式 ※給食なし 
２１日（火）   春分の日 
２２日（水）ALT来校 
２３日（木）給食終了 
２４日（金）修了式、離任式 
 
校記念事業実行委員会の設立に向けて、２回目
の準備会が２月６日に開かれました。町内会や学

校 PTA、地域から約２０名もの方々が出席され、実行
委員会設立の準備について協議しました。３月末には
「雲雀丘小学校閉校記念事業実行委員会の発足式」
をおこなう予定です。また、これとは別に閉校記念事
業に協力できる旨を県外からわざわざご連絡くださっ
た方もおられます。雲雀丘小学校に寄せてくださる皆
様方の温かい想いに、心から感謝申しあげます。 
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